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  五苓散（ごれいさん）の臨床効果 

 

1月 20日過ぎにはおさまり、花粉の季

節がやって来ました。さて、今年の節

分は 2 月 2 日でしたね。「え？3 日じゃ

なかったん？」3日は立春です。最後に、

コロナ感染症の勢いは相変わらずで

す。手洗い、うがいを基本に、夜は出

来るだけ早く休むことをしっかり継続

していきましょう。 

 

 

 

 

9月 27日から 29日まで、お休みをい

ただき、韓国・済州島で開催された第

37回 ICMART2024に参加してきました。

ヨーロッパの先生方の発想で、東洋医

学の柱である鍼灸治療をサイエンスの

立場から理解・解明し、人類の健康に

寄与していこうという趣旨の下 1983年

に設立された学会で、韓国で開催され

るのは今回が初めてでした。鍼灸治療

と湯液治療（漢方薬による治療）は東

洋医学の車の両輪と言われています

が、これを具体的にどう拡げていくか、

昨年の ISJKMそして今年の ICMARTと参

加させていただき、世界の中での東洋

医学を意識させていただく良い機会と

なりました。ウルグアイやメキシコの

先生方も参加しておられ、真剣なディ

スカッションが続きました。 

梅雨に入ろうとするころから、多くの方が頭痛、めまいに悩まされる

ようになります。天候は、「温度」と「湿度」と「気圧」の三要素で構成

されています。特に、気圧と湿度はヒトの身体に大きな影響を及ぼし、そ

のセンサーは内耳（ないじ）にあると考えられています。「先生、何とな

くしんどくって・・・」でもそのことを話しても誰にもわかってもらえな

い・・・どうぞ、私たちにご相談ください。この病態は「水毒（すいどく）」

のなせるワザ、漢方の出番です。「こなぐすり苦手なんです」「子どもが漢

方薬飲めますか？」ご安心ください。診察室でゆっくりお話ししましょう。 

 

 

9 月 27 日から 29 日まで、お休みをいただき、韓国・済州島で開催さ

れた第 37 回 ICMART2024 に参加してきました。ヨーロッパの先生方の

発想で、東洋医学の柱である鍼灸治療をサイエンスの立場から理解・

解明し、人類の健康に寄与していこうという趣旨の下 1983年に設立さ

れた学会で、韓国で開催されるのは今回が初めてでした。鍼灸治療と

湯液治療（漢方薬による治療）は東洋医学の車の両輪と言われていま

すが、これを具体的にどう拡げていくか、昨年の ISJKM そして今年の

ICMART と参加させていただき、世界の中での東洋医学を意識させてい

ただく良い機会となりました。ウルグアイやメキシコの先生方も参加

しておられ、真剣なディスカッションが続きました。 

 

ることです。WHO（世界保健機関）は、5 日コロナウイルスの感染拡

大を受けて 2020年 1月から出していた「国際的に懸念される公衆衛生

上の緊急事態」の宣言を終了すると発表しました。一方で事務局長は

「これは心配ないというメッセージではない」と述べ、今後も警戒を

続けるよう各国に呼びかけています。しかし、三年間抑圧されていた

人々にとっては、GW 期間中すでに、もう大丈夫という雰囲気が漂って

いました。ミタクリは呼びかけます。引き続き、気を緩めず対策を続

けましょう、と。 

１６年目がスタートするにあたり、リニューアルさせていただくこ

とをご報告させていただきますね。 

 

 

らのご活躍を祈念して、「ヤギのよしなしごと」最終回を読みたいと

思います。 

【ニュース】 

①  診療日の変更 

6月 6日（金曜日）～7日（土曜日） 三谷休診 

（日本東洋医学会出席のため） 

② お米のこと 

さすがに、この話題に触れないわけにはいきませんね。

5㎏が 4,000円（およそ 2倍）を超える異常事態に私たち

はほとほと困っていました。前農林水産大臣の不適切な発

言で、小泉さんが新たに就任されましたが、一朝一夕に解

決するとは思えません。私たちは、一円でも安い良質なお

米をも日本においてお米の生産の実情はあまり知られて

いません。背景にあるのは、農家の減少と減反政策で

す。しかし「備蓄米」云々ではなく、流通の構造上お

米の値段が高騰してしまったことは間違いありませ

ん。これを機に、私たちの主食のほんとうのことを学

んでいきませんか。 

 

ものと思っていますが、あれ？いつの間にか介護の

女性に・・・いや、まだ彼女や！は、やせ我慢かなあ。 

（みぎがわのしょさひんです） 

米を求めていますが、安直な対策ではまた新たな矛盾が

出てきそうです。そもそも、日本においてお米の生産の

実情はあまり知られていません。知っておきたいことは、

背景にあるのは、農家の減少と減反政策です。根本的な

対策は「備蓄米放出」云々ではなく、流通の構造上お米

の値段が高騰してしまったことを見据え、今後の農政対

策を立てていただきたいですね。農業は国の基本です。

厳しい毎日を送っておられる農家の方々のご努力を理解

し、これを機に、ほんとうのことを学んでいきませんか。

 

 
【ミタクリ漢方特別編その２ 〜「OTC類似薬健康保険適用外し」に向きあって〜】 

 

 日々、ミタクリを応援していただいてる皆さ

ん方に大変ご心配をいただいてます「OTC類似

薬の健康保険の適応除外」の現状をご報告させ

ていただきます。この原案は、日本維新の会（前

原誠司共同代表）が、政権与党（自民党・公明

党）に対し、「社会の保障費確保のために」と

2025年1月27日に国会で提案されたものです。

しかし、数字合わせならともかく、実はこの案

は国民の健康に重大な影響を及ぼすものであ

り、私たち日本東洋医学会では漢方薬を国民の

健康に役立てる立場の医師・薬剤師として「健

康保険適応下での漢方 

６月、先週から気温はやや低めで、過ごしやすい日々になってます。しかし、気圧・湿度からみると梅雨入りは間

もなくのようです。しとしとザザーッ、じめじめしてきますが、笑顔で気象病対策を万全に進めていきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気温が夏になり、裸足になる機会も増えてきました。皆さんご自身の足の観察が出来ていますか。

特に糖尿病の方は足のトラブルが起きやすいので、注意が必要です。来月 7 月は糖尿病の患者さん

を対象に「足チェック」行わせていただきます。 

 足について気になることがありましたら、看護師、医師にご相談下さい。 

 

ように言った あなたは門人に対して 気血弁（気血の考え方）を説いていますね それは、先師（お父様＝

吉益東洞）のおっしゃっておられた万病一毒説の考え方に背くものではないのですか 親に対して孝を尽くす

のであれば なぜその考え（気血弁）の過ちを改めないのですか）しかし、時代背景を考えますと、東洞が生

きた時代（18 世紀前半）は、鎖国政策の中、日本の医学界は古来中国より受け継いできた陰陽五行にもとづ

く考え方が全盛でした。この「（五臓の考え方に代表される）目に見えないものの病態解釈に終始する」理屈

を極力排し、患者さん・病人さんの診察から「問題のありどころは、形のある毒」と捉えようと試みたわけで

す。しかし南涯の時代（18世紀後半）には、既に山脇東洋が 1754年に死刑囚の腑分けに立会い、1759年には

「蔵志」が刊行されていますから、蘭方の迫りくる足音を聞きながら「患者さん・病人さんの身体の中で何が

起こっているのか？」を考えようとしたわけです。決して、父東洞の考え方を否定したのではなく、来るべき

時代に向けての一つの提案ではないのか、私はそういった観点で「気血水」を理解しようとしています。 

ひとつ例をあげましょう。漢方では肥満を「堅肥り（かたぶとり）」と「水肥り（みずぶとり）」に分けてい

た時代がありますが、要するに「活用されていない水」が両者の背景です。夏場に訴えが多かったのですが、

下肢のむくみは多くの方の悩みの種です。これこそ「活用されていない水」、血管から漏れ出た「水」なんで

す。組織に水がたまることによって「先生、ほらこんなにむくんでしまってます。」と指で下肢を圧して見せ

てくださいます。心臓や腎臓の悪い方は「病理学」から説明しますが、多くの方は「生理学」、つまり正常の

代謝の中で「活用されていない水」がたまってくることがあります。すべては、身体をめぐる体液（血液、リ

ンパ液）がどうなっているのかからみていきます。気血水の考え方は、現代に活かすことのできる考え方なの

ですね。 

【こんにちは！フットケア外来です】   看護師・泉谷めぐみ 蔭西訓子 

 

 

      

康保険適応下での漢方薬の役割と貢献」について、多くの国会議員の先生方に説明をし続けてまいりました。特

に「日本の誇れる漢方を推進する議員連盟総会」会長の田村憲久先生との面談では、漢方医療に対する温かいお

気持ちと励ましのお言葉をいただき、私たちは前向きに取り組む姿勢ができました。「保険外し」を取引きの手段

（政局と言います）とされる方々も残念ながらおられますが、どなたが心底漢方を理解してくださっているのか

がよくわかる日々でした。６月２日に発行された日刊薬業には、この問題を議論する「自民・公明・維新の三党

協議」が事実上撤回となったことが報じられています。短期の目標としては、私たちの主張がひとまずご理解い

ただけた結果となったわけですが、私たちの本当の目標は「このような提案が今後二度と上がってこないように

しないといけない！」です。後輩の先生方に、この苦労を味わわせたくありません。私が最初に「漢方薬の保険

外し」案に接したのは大学を卒業したばかりの 1983年でした。吉村厚生次官（当時）によって「健胃消化剤、総

合感冒剤、パップ剤、漢方製剤の薬価削除」が提案されました。その後何度となく議題となり、その都度私たち

は必死になって抵抗し続けてきました。ただ、日常診療をしながらでは、自ずと限界があります。しかし、今回

「なぜこのような提案がでてくるのか？」のヒントをつかむことができました。私たち日本東洋医学会は、日本

臨床漢方医会、日本漢方生薬製剤協会と緊密にタッグを組み、患者さん・病人さんのために精一杯がんばってい

きたいと思っています。そして、二度とこのような提案がなされないように、制度改革にも働きかけていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【欣子先生の診察室だより 〜ムスタン紀行：ビスターリ、ビスターリ（ゆっくり、ゆっくり）〜】 

「先生、おかえり！」久しぶりの診察室での会話です。みなさんミタクリ通信を読んでくれてい

るんですね。長いお留守にご理解ありがとうございます。パワーアップして帰ってきたので皆様

にもお返ししたいと思います。 

今回私が行ってきたネパール・ムスタン地域は 2008年まで 600年続いた「ムスタン王国」であ

り、1992年まで外国人が入れない場所でしたので、ネパールに併合された今でも入境許可と入境

のための費用が必要、２人以上でガイドや運転手をつけて同行動しないといけないなど制限がい

くつかあり、自由には旅行できない場所になります。ネパールの首都カトマンズからポカラ、ポ

カラからジョムソン、と飛行機を乗り継ぐ必要があるのですが、ヒマラヤのアンナプルナやダウ

ラギリという高山の間を飛びますので風が強いとすぐに欠航になるリスクもあり、またムスタン

最北のローマンタンという町は標高 3800mと富士山より高い場所なので高山病が起こりうること

もあり、徐々に高度を上げていかないといけないという意味でも余裕を持った日程になりました。 

カトマンズでは入境手続きのため１泊、ポカラでは朝一番の飛行機に乗るために１泊と、「フ

リー」と言われましても何もない日々に戸惑いました。今までは「仕事」「家事」「草刈り」な

ど何もない日々などなかったので、いかに自分が忙しさに毒されているかを知ることになります。 

そんな中、ローマンタンでお会いするはずだったアムチ（チベット医）がポカラにいることが

わかり（そうなんです、ローマンタンは冬寒いので、多くの人が暖かいポカラに２拠点居住され

ているようです）、時間もあったのでポカラで面会することになりました。田舎のローマンタン

と都会のポカラではみる疾患は違うのかどうか聞いてみましたが、田舎では関節痛や咳などの感

染症が多いが田舎のローマンタンと都会のポカラではみる疾患は違ますが許してくださいませ。 

ところでムスタンといえば、堺と関係があるのはご存知ですか？ 南海七道駅を降りたらロー

タリーに山羊と一緒に大きな荷物を運ぶ銅像（写真）・・そう河口慧 海です。 河口慧海は

1866年堺の七道で生まれ、清学院という寺子屋（今も堺市町屋歴史館として入場する こと

ができます；写真)で学びました。その後僧侶となるのですが仏陀本来の教えの意味が分かる 

書物を求めてチベット語訳仏典の入手のためチベット行きを決意します。その頃チベットは

鎖国 状態にあり入国が厳しかったので、中国人と偽ってネパール経由のルートを選択、単身

で厳しい 自然のなか何度も死にかけながらやっとのことチベットのラサに到着し、チベット

人と偽ってセ ラ寺で修行を積みながらチベット医としても腕をあげ、ダライラマ 13世から

も侍従医に推薦され るまでに。途中日本人とバレそうになったため仏典を送る手配を済ませ

てラサを脱出。奇跡的に ダージリン経由で日本に帰国しました。その過程が「チベット旅行

記」という題で本にまとめて あるのですが、これが本当に面白い！よくぞこれだけの難関を

突破したなと思うくらい、次から 次へと難題が降りかかるのですが、運の強さとハッタリの

利かせ方、でもやっぱりあっという間 に語学を習得してしまう能力の高さと努力で乗り越え

てしまうのです。チベット人のことを「土 人」と差別的に民俗・生活を紹介してしまってい

るのでその部分はどうかと思うのですが、それ を差し引いてもドキドキワクワクする旅行記

ですので一度手に取ってみてください。 ムスタンでは河口慧海が 1年弱滞在したツアーラン

村というところにも行きます。6月号では私の 旅行記をお楽しみに！入ります。 

それだけではありません。注射薬も足りなくなってきています。クリニックで影響がある

のは例えばプレドニン注射薬、とても大事な薬で喘息発作の時にすぐに点滴に入れて使うも

のです。病院では麻酔薬が足りないと聞いています。まるで後進国です。（先進国から脱落し

て後進国！）もう一つ、政府は高額医療費の限度額の引き上げを決めました。ャンプなど流

染症が多いが都会では心を病む人が多いとのこと。人が多すぎると頭と心が忙しくなりすぎるせいで風（ルン）の病に

侵される、食やどんな人と住んでいるかといった環境、生活習慣に対するアドバイス、そして瞑想、最後に薬と。いく

ら薬を飲んでも前者をちゃんとやらないと効かないよと。でも指導するのも実行するのもなかなか難しいですよねと聞

くとアムチは「ビスターリ・ビスターリ（ゆっくり・ゆっくり）」と答えられました。 

もう一回同じ言葉を聞いた場面があります。 

ローマンタン郊外の洞窟調査に今回同行させてもらったのですが、その洞窟に行くには一時間半の山道を登っていか

なくてはなりません。時計は高度4000mをさし、酸素濃度はSpO2８０％を切っています。クリニックでそんな酸素濃度

ならすぐ救急車を呼ぶところですが、息苦しくても高山病の兆候がなければ進むしかありません。洞窟の鍵を持ってい

る村のお爺さん（に見えるけど７０歳台）が同行してくれて一緒に山道を行くんですけど、私たちはフル装備でストッ

クまで持って登山靴で上がるところをお爺さんはやすやすと普通の靴で上がっていきます。はあはあ言いながらついて

いく私に「ビスターリ・ビスターリ（ゆっくり・ゆっくり）」と言いながら、早いんですよ！どんどん引き離されてい

きます。途中、「もうすぐ僕はここに運ばれますけどね」と指し示したのは鳥葬場。ローマンタン周辺4000mぐらいに

なると木がほとんどなく火葬にはできないのでその辺りでは今でも鳥葬がされているそうです。鳥葬は字の如く遺体を

肉食の鳥に食べてもらうのですが、輪廻転生を願い「死後も自然の一部となり生きとし生けるものを支える」というチ

ベットの考え方からすると自然な方法ですね。 

「忙しい」という漢字は「心を亡くす」と書きます。ネパールの緩やかな時間の流れとともに大事なことに気づかせ

てもらった日々でした。 



       

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① まず、ウイルスを「持ち込まない」ように細心の注意を払い、クリニック内を 1 時間半おきに

消毒し、常時換気をしています。 

② 予約の日であっても、調子が悪い場合は、まずお電話（072－260－1601）でご相談ください。

すぐに来ていただくか、時間をずらしていただくかを、その時点でご案内します。これまでは、

コロナはじめ感染症の疑いのある方の場合、予約診療の方と時間・場所を分けて診察していま

したが、柔軟に対応いたします。 

③ 待ち時間の短縮に、引き続き尽力しています。私たちにお聞きになりたいことは、質問事項（今

回はどんなお薬が必要か、どういった体調の変化があったか、など）や残薬など、あらかじめ

メモして持参いただけたら助かります。 

④ お困りのことがあれば、きちんとお聞きして関係各所におつなぎしますので、ご遠慮なくご相

談ください。「仕事がなくなってお金が入らない」「家賃や公共料金の支払いに困っている」な

どです。 

⑤ ミタクリでは、オンライン診療（テレビ）を行っています。利用する際には、機器使用料など、

いくつかの条件があります。詳細は、どうそおたずねください。なお、電話のオンライン診療

は終了しました。 

ミタクリのコロナをはじめとする各種感染症への対応 2025年版 

ミタクリに来院される皆さん、クリニックの現在の対応について、ご理解よろしくお願いします！ 

【外来担当医一覧 ２０２５年６月現在】  予約電話番号：０７２－２６０－１６０１ 

診察受付時間 月 火 水 木 金 土 

午  前 

（9:00-11:00） 

 

巽 

 

巽 

三 谷 

（オンライン可） 

巽（訪問診療） 

三 谷 

（オンライン可） 

 

巽 

 

巽 

三 谷 

三 谷 

（オンライン可） 

午  後 

（14:00-16:00） 

巽 

（オンライン可） 

巽（訪問診療） 

 

巽（予約）  

（オンライン可） 

三谷（訪問診療） 

巽（訪問診療）   

夜 診 

（16:30-18:30） 

 三 谷 

（オンライン可） 

三 谷 

 

 三 谷 

（オンライン可） 

 

 


